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(17)西 部北太平洋にお ける浮魚類一 北星丸デ ータよ り

山口 篤 ・目黒敏美 ・梶原 善之 ・高木省吾 ・亀井佳彦 ・坂岡桂一郎(北 大院水産)

1998年 の レジームシフ トが生物群集に与 えた影響 を評価

す るには,長 期間にわたるモニタリング試料が必要である.

本研究では,北 海道大学練習船北星丸によって20年 間に

わたって実施 された漁獲データを用いて浮魚類群集 を類型

化 し,各 浮魚類群集における主要種の経年変動を明らかに

し,レ ジームシフ トとの関係 を検討 した,

材料 と方法

1982～2002年 に北星丸によって実施 された流 し網漁獲デー

タを用い た(HoltkaidoUniversity,1983-2002).流 し網 は,

1550E(6月 初旬),170。E(6月 後半),175。30'E(7月 後

半～8月初旬)の3本 の トランセク トで行った.漁 獲個体

数 を流 し網反数で割 って全485採 集定点 におけるCPUE

(個体/反)を 種ごとに求めた後,CPUEに 基づ きクラス

ター解析 を行い浮魚群集を類型化 した.

結果と考察

クラスター解析により浮魚群集は分布域表面水温の異なる

3つ の類型,亜 熱帯群集,移 行域群集,亜 寒帯群集に分か

れた.亜 熱帯群集 と亜寒帯群集の分布の境界は6月 か ら8

月にかけて有意に北上 していた.平 均CPUEは 移行域群集

で32.1個 体/反 であり他 より1桁 高かった,

それぞれの群集 における主要種(5%以 上)を 特定 し

CPUEの 経年変動 を解析 した.亜 熱帯群集では1993/94年

を境 にアカイカ,シ マガツオともに増加傾 向が見 られ,

1993年 以降同海域で流 し網が禁止 されたことによるアカ

イカ資源の回復(YatsuetaL,2000)と 同 じメカニズムがシ

マガツオにも当てはまると考えられた.移 行域群集では主

要種 に明確な年変動 があり,マ イワシは1988年 以降全 く

漁獲 されなかった.ま た1996年 を境にサ ンマが減少 した

のに対 し,シ マガツオは増加 した .シ マガツオは3歳 まで

は亜熱帯域にとどまり,4歳 以降移行域以北に摂餌回遊す

ることから(PearcyetaL,1993),本 種のCPUEが 亜熱帯域

に3年 程の タイムラグ をもって移行域で増加 しているの

は,亜 熱帯域における資源の回復が移行域に伝播 したもの

と解釈 できる.亜 寒帯群集では1992年 を境 にカラフ トマ

スとシロザケが増加 した.ギ ンザケは1986年 以降は低い

水準で推移 した.

この ように,1997/98年 の レジームシフ トの影響は夏季

の西部北太平洋魚種の資源量にはあまり見いだされなかっ

た.し かし水平分布に関 しては,1998年 以降155QE線 で見

られた水温の顕著な上昇に伴い,亜 熱帯性魚類の分布が北

上 していたことがわかった(館 山,2004).
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